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研究背景
 5G高度化（5G-Advanced）では、社会課題の解決を目指した新

たなユースケース、サービスの展開が想定されている

 5G高度化の最初のリリースである3GPP Release 18 の国際標準
獲得のための無線リンク（バックホールリンク、アクセスリン
ク、サイドリンク）の研究開発を実施

ユースケースの研究開発
◼ 5G高度化におけるバックホールリンク、アクセスリンク、サイ

ドリンクを用いた展開シナリオを米国の通信事業者と特定

◼ 結論
 アクセスリンク -> セルラの基本であり、今後も最も重要
 バックホールリンク -> Mobile IAB（Integrated Access and 

Backhaul）は5G高度化において重要
 サイドリンク -> 米国FirstNetがサイドリンクを用いたマル

チホップに興味あり

バックホールリンクの要素技術の研究開発
◼ IAB (Integrated Access and Backhaul) の要素技術の研究開発

 20件の特許出願、8件の標準化提案、3件の標準獲得

サイドリンクの要素技術の研究開発
◼ サイドリンクの要素技術の研究開発

 サイドリンクの伝送実験装置の開発

 サイドリンク用通信プロトコルの研究開発

◼ サイドリンク国際標準化
 4件の特許出願、23件の標準化提案、14件の標準獲得

アクセスリンクの要素技術の研究開発
◼ 上りアクセスリンクの要素技術の研究開発

 上りリンクの空間多重数を５以上に拡張するための要素
技術の検討と標準化提案

 23件の特許出願、17件の標準化提案、11件の標準獲得

◼ 下りアクセスリンクの要素技術の研究開発
 下りリンクMIMO高度化におけるフィードバック及びマ

ルチ送受信ポイントの要素技術の検討と標準化提案

 46件の特許出願、30件の標準化提案、19件の標準獲得

マルチリンクを想定した映像伝送の概念実証
◼ 無線リンクを適応的に切り替える映像伝送を5G高度化無線リン

クで実証

 スムーズな映像伝送が可能であることが確認された

マルチリンクを活用した概念実証のためのアーキ
テクチャ検討
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(a) Usage model 1: Relay with mmWave sidelink.

(b) Usage model 2: Relay in mmWave sidelink.
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IoTデバイスを透過的に5G通信へ拡張可能なアーキテクチャ（提案手法）
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